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物価高騰への負担軽減支援物価高騰への負担軽減支援
元気内灘地域応援クーポン券事業元気内灘地域応援クーポン券事業
� 500� 500円円×10枚×11,150世帯　　5550×10枚×11,150世帯　　5550万円万円

保育所、保育園の給食材保育所、保育園の給食材
料費・光熱費� 481料費・光熱費� 481万円万円
小中学校給食材料費小中学校給食材料費
� 516� 516万円万円

介護保険施設運営支援金等� 630介護保険施設運営支援金等� 630万円万円
（介護保険グループホーム・軽費老人ホーム・特別養護老人ホーム・介護老人保健施設）（介護保険グループホーム・軽費老人ホーム・特別養護老人ホーム・介護老人保健施設）

畜産業（飼料）補助金� 209畜産業（飼料）補助金� 209万円万円
（町内で酪農業を営む者を対象に牛1頭当たり1250円）（町内で酪農業を営む者を対象に牛1頭当たり1250円）

水産業（原油）補助金� 50水産業（原油）補助金� 50万円万円
（町内に住所を有する県漁協組合内灘支所の組合員を対象に燃油1リットル当たり10円）（町内に住所を有する県漁協組合内灘支所の組合員を対象に燃油1リットル当たり10円）

サイクリングターミナル運営支援金� 115サイクリングターミナル運営支援金� 115万円万円
ほのぼの湯運営支援金� 360ほのぼの湯運営支援金� 360万円万円
体育施設運営支援金� 290体育施設運営支援金� 290万円万円
（エイム・プラッツ・管理公社）（エイム・プラッツ・管理公社）

元気内灘地域 応援クーポン券元気内灘地域 応援クーポン券

公園整備� 1000公園整備� 1000万円万円
○道の駅駐車場（大学第３公園に整備）○道の駅駐車場（大学第３公園に整備）
○向陽台公園○向陽台公園
　�災害に備えて公園の一角を避難広場へ改修　�災害に備えて公園の一角を避難広場へ改修
するにあたり、マンホールトイレや太陽光するにあたり、マンホールトイレや太陽光
照明の資材が高騰したため工事費用を増額照明の資材が高騰したため工事費用を増額

9月会議
6日～21日

令
和
４
年
内
灘
町
議
会
９
月
会
議
が
６
日
か
ら
21
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
、
条
例
改
正
を
含
む
議
案
等
９
件
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
な
ど
決
算
認
定
７
件
を
審
査
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
た
。
ま
た
、
人
事
案
件
を
同
意
と
し
た
ほ
か
、
意
見
書
１
件

を
可
決
し
た
。

避難広場へ改修される向陽台公園

2うちなだ議会だより  第151号　令和4年11月4日
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元気内灘地域 応援クーポン券元気内灘地域 応援クーポン券

条
例
の
改
正

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

　
・
取
得
回
数
制
限
の
緩
和

　
・
非
常
勤
職
員
の
育
児
休
業
の
取

　
　
得
要
件
緩
和
と
取
得
の
柔
軟
化

人
事
案
件

教
育
委
員
会
委
員

髙た
か

坂さ
か

真ま

由ゆ

美み

氏

（
再
任　
白
帆
台
）

補正予算
注目事業を

ピックアッ
プ

第４弾

オミクロン株対応オミクロン株対応
ワクチン接種ワクチン接種
� 7500� 7500万円万円

公共交通活性化事業公共交通活性化事業
� 889� 889万円万円
令和 5年度コミュニティバス改編に伴う令和 5年度コミュニティバス改編に伴う
バス停改修等の準備費用などバス停改修等の準備費用など

図書館費� 500図書館費� 500万円万円
基本計画を策定するための委託料基本計画を策定するための委託料

デジタル化推進事業デジタル化推進事業
� 127� 127万円万円
高齢者スマホ教室の開催高齢者スマホ教室の開催
町民アンケート調査等町民アンケート調査等

GIGAスクール事業GIGAスクール事業
小中学校特別教室にもネットワークを延伸小中学校特別教室にもネットワークを延伸
　小学校　1780万円　小学校　1780万円
　中学校　� 740万円　中学校　� 740万円

12
月
会
議
の
審
議
日
程
は

12
月
6
日（
火
）〜
15
日（
木
）

で
す
。

一
般
質
問
は　

12
月
8
日
・
9
日

午
前
10
時
〜

・
感
染
症
対
策
の
た
め
、
定
員
は
32
名

で
す
。

・
役
場
庁
舎
３
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
横
で

受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
傍
聴
時
は
マ
ス
ク
着
用
･
手
指
消

毒
・
検
温
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
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歳 出
111億2318万円

（17.7％↘）

地方譲与税
7461万円

0.7%（1.7％↗）

地方譲与税
7461万円

0.7%（1.7％↗）

歳 入
112億7679万円

（17.3％↘）

地方交付税地方交付税

町民税、固定資産税
軽自動車税、町たばこ税
入湯税、都市計画税

町民税、固定資産税
軽自動車税、町たばこ税
入湯税、都市計画税

28億
5219万円
28億
5219万円

25.3%
（10.6％↗）

25.3%
（10.6％↗）

町税町税

26億
5581万円
26億
5581万円

23.6%
（2.3％↘）
23.6%

（2.3％↘）

国庫支出金国庫支出金

25億
7144万円
25億
7144万円

22.8%
（46.9％↘）

22.8%
（46.9％↘）

借入金借入金

県支出金県支出金

9億
459万円
9億
459万円

8.0%
（24.8％↘）

8.0%
（24.8％↘）

8億
1687万円
8億
1687万円

7.2%
（11.8％↘）

7.2%
（11.8％↘）

繰越金
7295万円

0.7%（8.7％↗）

繰越金
7295万円

0.7%（8.7％↗）

使用料及び手数料
6658万円

0.6%（1.8％↗）

使用料及び手数料
6658万円

0.6%（1.8％↗）

町民一人あたりの費用
42万5117円／人 

このように使われました

民生費民生費

45億
1990万円
45億
1990万円

40.6%
（16.2％↗）

40.6%
（16.2％↗）

教育費教育費

11億
6277万円
11億
6277万円

10.5%
（17.0％↘）

10.5%
（17.0％↘）

借入金の返済借入金の返済

11億
9467万円
11億
9467万円

10.7%
（16.1％↗）

10.7%
（16.1％↗）

議会費議会費1億1910万円1億1910万円 1.1%（0.2％↗）1.1%（0.2％↗）
農林水産業費農林水産業費1億6080万円1億6080万円 1.5%（55.1％↘）1.5%（55.1％↘）
商工労働費商工労働費2億205万円2億205万円 1.8%（42.6％↗）1.8%（42.6％↗）

障がい者・高齢者・
児童への支援などに
使ったお金

民生費　17万2746円／人

保健事業やごみ収集、
環境保全などに使っ
たお金

衛生費　3万2376円／人

農業振興、農業委員会運
営、畑地かんがい施設維
持補修などに使ったお金

農林水産業費　6146円／人

消防団活動、救急など
に使ったお金

消防費　1万900円／人

議員報酬や議会活動
に使ったお金

議会費　4552円／人

道路や公園整備など
に使ったお金

土木費　4万966円／人

庁舎管理、戸籍、徴税、
選挙、防災、統計など
に使ったお金

総務費　4万3876円／人

小中学校の運営や生
涯学習・体育振興な
どに使ったお金

教育費　4万4440円／人

町の借入金を返済す
るために使ったお金

借入金の返済　4万5659円／人

商工業の振興や観光事
業、雇用対策などに
使ったお金

商工労働費　7722円／人

積立金などにつかっ
たお金

諸支出金　1万5734円／人

地方消費税交付金地方消費税交付金
5億
9948万円
5億
9948万円

5.3%
（9.5％↗）

5.3%
（9.5％↗）

諸収入諸収入3億
6119万円
3億
6119万円

3.2%
（16.1％↗）

3.2%
（16.1％↗）

その他その他2億
3503万円
2億
3503万円

2.0%
（0.1％↘）

2.0%
（0.1％↘）

消防費消防費
2億8521万円2億8521万円 2.6%（7.9％↗）2.6%（7.9％↗）

諸支出金諸支出金4億
1167万円
4億
1167万円

3.7%
（97.9％↗）

3.7%
（97.9％↗）

衛生費衛生費
8億
4712万円
8億
4712万円

7.6%
（8.3％↗）

7.6%
（8.3％↗）

土木費土木費

総務費総務費

11億
4802万円
11億
4802万円

10.3%
（68.7％↘）

10.3%
（68.7％↘）

10億
7187万円
10億
7187万円

9.6%
（35.3％↘）

9.6%
（35.3％↘）

令和2年度　51万3052円／人

分担金及び負担金
6605万円

0.6%（4.7％↗）

分担金及び負担金
6605万円

0.6%（4.7％↗）

自主財源の 拡充を目指せ自主財源の 拡充を目指せ自主財源の 拡充を目指せ
1． 自主財源を確保し、自立度の高い財政構造を
　町税収入額が地方交付税額を下回る事態と
なった。定住促進策を積極的に推進するなど、本
町の特色を活かした税収増を図り、自主財源が
依存財源より優位となる自立度の高い財政構造
を構築せよ。

2． 風力発電施設の方向性の結論を早急に
出すべき

　施設整備時の借入金の償還が令和５年度で終
了する。長期間停止している風力発電施設の今
後の方向性について選択肢を精査して早急に結
論を出すべきだ。

3． 内灘海岸賑わい創出のため旧浜茶屋撤
去の方向性を早急に出すべき

　旧浜茶屋撤去は、他県の事例も示し、県に対し
て代執行を強く求めていくべきだ。また事業費
捻出の手段としてクラウドファンディング等の
手法も検討すべきだ。

4． 土地開発公社で先行取得した用地の事
業の進捗を図れ

　土地開発公社が事業用地を借入金により取得
しているが、長期にわたり事業に着手していな
い。未買収の土地に関しては粘り強く交渉し、事
業の進捗を図るべきだ。土地開発公社の在り方
も検討すべきだ。

5． 給食センターの早期改築を検討せよ
　現給食センターは建物・設備ともに老朽化が
進み、維持修繕費がかさんでいる。暑さが厳しく
労働環境は劣悪である。町全体の優先事業を見
直し、早急に改築すべきである。また、整備手法
に関しては、子どもたちの食の安全を第一にし
て検討すべきである。

その他
6． ふるさと寄付金の返礼品は創意工夫すべき
7.光ファイバー回線網の利活用を推進せよ
8.老朽化した消雪装置を計画的に改修すべき
9. サンセットブリッジ内灘のライトアッ
プ設備の更新を図れ
10. 子どもたちに中国語に触れる機会を
設けるべき

11. サイクリングターミナルの今後の運
営方針について検討せよ

令和3年度決算に対する指摘事項

・（　）内は前年度比
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歳 出
111億2318万円

（17.7％↘）

地方譲与税
7461万円

0.7%（1.7％↗）

地方譲与税
7461万円

0.7%（1.7％↗）

歳 入
112億7679万円

（17.3％↘）

地方交付税地方交付税

町民税、固定資産税
軽自動車税、町たばこ税
入湯税、都市計画税

町民税、固定資産税
軽自動車税、町たばこ税
入湯税、都市計画税

28億
5219万円
28億
5219万円

25.3%
（10.6％↗）

25.3%
（10.6％↗）

町税町税

26億
5581万円
26億
5581万円

23.6%
（2.3％↘）
23.6%

（2.3％↘）

国庫支出金国庫支出金

25億
7144万円
25億
7144万円

22.8%
（46.9％↘）

22.8%
（46.9％↘）

借入金借入金

県支出金県支出金

9億
459万円
9億
459万円

8.0%
（24.8％↘）

8.0%
（24.8％↘）

8億
1687万円
8億
1687万円

7.2%
（11.8％↘）

7.2%
（11.8％↘）

繰越金
7295万円

0.7%（8.7％↗）

繰越金
7295万円

0.7%（8.7％↗）

使用料及び手数料
6658万円

0.6%（1.8％↗）

使用料及び手数料
6658万円

0.6%（1.8％↗）

町民一人あたりの費用
42万5117円／人 

このように使われました

民生費民生費

45億
1990万円
45億
1990万円

40.6%
（16.2％↗）

40.6%
（16.2％↗）

教育費教育費

11億
6277万円
11億
6277万円

10.5%
（17.0％↘）

10.5%
（17.0％↘）

借入金の返済借入金の返済

11億
9467万円
11億
9467万円

10.7%
（16.1％↗）

10.7%
（16.1％↗）

議会費議会費1億1910万円1億1910万円 1.1%（0.2％↗）1.1%（0.2％↗）
農林水産業費農林水産業費1億6080万円1億6080万円 1.5%（55.1％↘）1.5%（55.1％↘）
商工労働費商工労働費2億205万円2億205万円 1.8%（42.6％↗）1.8%（42.6％↗）

障がい者・高齢者・
児童への支援などに
使ったお金

民生費　17万2746円／人

保健事業やごみ収集、
環境保全などに使っ
たお金

衛生費　3万2376円／人

農業振興、農業委員会運
営、畑地かんがい施設維
持補修などに使ったお金

農林水産業費　6146円／人

消防団活動、救急など
に使ったお金

消防費　1万900円／人

議員報酬や議会活動
に使ったお金

議会費　4552円／人

道路や公園整備など
に使ったお金

土木費　4万966円／人

庁舎管理、戸籍、徴税、
選挙、防災、統計など
に使ったお金

総務費　4万3876円／人

小中学校の運営や生
涯学習・体育振興な
どに使ったお金

教育費　4万4440円／人

町の借入金を返済す
るために使ったお金

借入金の返済　4万5659円／人

商工業の振興や観光事
業、雇用対策などに
使ったお金

商工労働費　7722円／人

積立金などにつかっ
たお金

諸支出金　1万5734円／人

地方消費税交付金地方消費税交付金
5億
9948万円
5億
9948万円

5.3%
（9.5％↗）

5.3%
（9.5％↗）

諸収入諸収入3億
6119万円
3億
6119万円

3.2%
（16.1％↗）

3.2%
（16.1％↗）

その他その他2億
3503万円
2億
3503万円

2.0%
（0.1％↘）

2.0%
（0.1％↘）

消防費消防費
2億8521万円2億8521万円 2.6%（7.9％↗）2.6%（7.9％↗）

諸支出金諸支出金4億
1167万円
4億
1167万円

3.7%
（97.9％↗）

3.7%
（97.9％↗）

衛生費衛生費
8億
4712万円
8億
4712万円

7.6%
（8.3％↗）

7.6%
（8.3％↗）

土木費土木費

総務費総務費

11億
4802万円
11億
4802万円

10.3%
（68.7％↘）

10.3%
（68.7％↘）

10億
7187万円
10億
7187万円

9.6%
（35.3％↘）

9.6%
（35.3％↘）

令和2年度　51万3052円／人

分担金及び負担金
6605万円

0.6%（4.7％↗）

分担金及び負担金
6605万円

0.6%（4.7％↗）

　令和３年度一般会計、特別会計、水道事業会計、下水道事業会計の７
会計決算は、決算特別委員会に付託され、審査の結果、全ての決算を認
定した。なお、各会計の認定審査の過程で、特に問題とされた11の項
目を指摘事項（４ページ右枠掲載）とした。

自主財源の 拡充を目指せ自主財源の 拡充を目指せ自主財源の 拡充を目指せ令和3年度
決算

特別会計決算
会計名 収入額 支出額

新エネルギー事業 1606万円 1606万円

国民健康保険 24億6340万円 24億7473万円

後期高齢者医療 3億2803万円 3億2791万円

介護保険 20億1459万円 19億8542万円

水道事業会計決算
区分 収入額 支出額

収益的収支 5億8137万円 5億3265万円

資本的収支 1億3832万円 1億9410万円

下水道事業会計決算
区分 収入額 支出額

収益的収支 9億2386万円 9億2905万円

資本的収支 13億4951万円 16億2382万円

審査の意見
一般会計

　歳入では町税が前年度比で2.3 ％減の 26億 5581万円となり、一方、地方
交付税は前年度比で10.6％増の28億5219万円となった。一般財源の大本は
町税と地方交付税の２つの税だが、本町では近年では初めて自主財源の町税が
依存財源の地方交付税を下回った。地方交付税増額の主な要因が国税収入の大
幅増加であったとはいえ、財政の柔軟性や自立性を確保するためには、常に自
主財源が依存財源を上回る財政構造の確立に努めるべきである。

特別会計

　特別会計の４事業は国民健康保険特別会計を除いては黒字決算となっている。
国民健康保険特別会計も平成28年度に生じた約２億円の赤字額を毎年減らし
続け、令和３年度末の時点では1132万円となった。新エネルギー事業特別会
計は風力発電施設が運転停止状態で維持管理費用のみが支出されるものである
ことから今後の方針を速やかに決定すべきである。

一般会計の貯金と借金
一般会計　基金の計 一般会計　町債の計

令和元年度 11億3869万円 127億9859万円

令和２年度 16億837万円 130億3969万円

令和３年度 20億5120万円 128億754万円

・（　）内は前年度比

町民一人あたりの
貯金 借金
7万8395円／人 48万9491円／人
令和２年度　6万1025円 令和２年度　49万4752円

※令和４年３月人口　26,165人で計算（前年度より191人減）
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◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

収
入
増
・
自
己
財
源
確
保

　

�	

既
存
の
住
宅
地
で
家
屋

の
歯
抜
け
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
民
間
と
協
力

し
て
そ
れ
ら
の
土
地
を
活

か
し
、
人
口
増
に
つ
な
が

る
手
だ
て
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

　

�	

個
人
の
財
産
な
の
で
難
し

い
が
、
今
後
、
住
宅
・
土
地

の
活
用
を
検
討
し
た
い
。

　

�	

税
収
が
横
ば
い
状
態
だ
。

町
と
し
て
も
っ
と
町
税
を

獲
得
で
き
る
攻
め
の
施
策

を
積
極
的
に
展
開
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

　

�	

人
口
増
加
は
行
政
の
基
本

だ
と
思
う
の
で
、
自
己
財
源

確
保
に
向
け
た
施
策
を
検
討

す
る
。

旧
浜
茶
屋
の
撤
去

　

�	

内
灘
海
水
浴
場
の
旧
浜

茶
屋
の
状
況
を
ど
う
捉
え
、

ど
う
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
。
湘
南
で
は

県
が
代
執
行
し
た
事
例
も

あ
る
。

　

�	

状
況
は
全
く
進
展
し
て
い

な
い
。
県
と
の
話
の
中
で
、

町
の
負
担
に
つ
い
て
話
が
出

て
い
る
が
断
っ
て
い
る
。
湘

南
の
事
例
は
町
も
承
知
し
て

い
る
。

給
食
セ
ン
タ
ー

　

�	
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て

替
え
時
期
は
何
年
後
か
。

　

�	

学
校
の
大
規
模
改
修
が
続

く
の
で
令
和
10
年
の
予
定
だ
。

　

�	

内
灘
の
給
食
セ
ン
タ
ー

は
時
代
遅
れ
の
状
態
で
働

く
方
々
の
置
か
れ
た
環
境

も
劣
悪
な
た
め
、
早
急
に

建
て
替
え
す
べ
き
だ
。

　

�	

給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
全

体
の
更
新
が
必
要
な
こ
と
は

十
分
認
識
し
て
い
る
。
小
学

校
の
改
修
後
、
で
き
る
限
り

早
め
て
い
き
た
い
。

問答問答

問答

問答問答

　
決
算
委
員
会
で
は
、
財
源
確
保
策
と
し
て
、
空
き
宅
地
の
利
活
用
で
人
口
増
加
を
図
る
必
要
性
が
議
論
さ

れ
た
。
ま
た
、
昭
和
58
年
建
設
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
施
設
設
備
の
老
朽
化
問
題
や
夏
は
暑
く
冬
は
寒
い
労
働

環
境
の
改
善
策
と
し
て
、
早
急
な
建
て
替
え
計
画
の
樹
立
が
必
要
と
の
意
見
等
も
出
さ
れ
た
。

撤去が待たれる旧浜茶屋

決 算
特 別
委 員 会

◎
西
尾
雄
次　
〇
北
川
悦
子

　
中
川　
達　
　
恩
道
正
博　
磯
貝
幸
博

早
期
に
給
食
セ
ン
タ
ー
の

�

建
て
替
え
を
図
れ

ど
う
な
っ
た
？ 

令
和
２
年
度
決
算
の
指
摘
事
項

各
種
ク
ー
ポ
ン
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

検
討
す
べ
き

・
D
X
推
進
の
取
組
の
中
で
検
討
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
機
器
に
不
慣
れ
な
方
へ
の
対

応
も
検
討
す
る
。

サ
ン
セ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内
灘
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
設
備
の
更
新
を
図
れ

・
多
額
の
費
用
が
か
か
る
の
で
国
補
助
事

業
等
の
情
報
収
集
に
努
め
る
。
ま
た
民

間
活
力
の
導
入
な
ど
も
調
査
研
究
す
る
。

総
合
公
園
の
一
体
的
整
備
を
検
討
せ
よ

・
総
合
公
園
周
辺
は
、町
の
観
光
や
ス
ポ
ー

ツ
の
拠
点
に
位
置
づ
け
て
お
り
、
今
後
、

さ
ら
な
る
賑
わ
い
を
創
出
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
で
整
備
し
た
タ

ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
有
効
に
活
用
せ
よ

・
全
て
の
児
童
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ

コ
ン
が
行
き
わ
た
る
よ
う
整
備
を
済
ま

せ
、
授
業
中
は
も
と
よ
り
、
休
暇
で
自

宅
に
持
ち
帰
り
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
も
実
施
し
て
い
る
。

風
力
発
電
施
設
の
方
向
性
を
早
急
に
出
す
べ
き

・
風
力
発
電
施
設
は
、
民
間
譲
渡
へ
の
可

能
性
や
脱
炭
素
関
連
の
交
付
金
等
、
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。
そ
の
中
で

方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

空
き
家
利
活
用
事
業
補
助
金
は
活
用
し

や
す
い
よ
う
に
制
度
を
見
直
す
べ
き

・
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
す
る
補

助
は
、
令
和
4
年
度
か
ら
賃
貸
契
約
の

締
結
前
１
年
以
内
に
完
成
し
た
工
事
に

要
し
た
費
用
も
対
象
と
し
た
。

要
保
護
児
童
対
策
の
強
化
を
検
討
す
べ
き

・
令
和
３
年
度
に
「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
、
令
和
４
年
度
に
は

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
を
開
設

し
、
子
育
て
期
の
切
れ
目
の
な
い
支
援

と
相
談
業
務
の
拡
充
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
虐
待
だ
け
で
な
く
支
援
が
必
要

な
家
庭
の
支
援
体
制
も
強
化
し
て
い
る
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

充
実
を
図
る
べ
き

・
新
規
提
供
会
員
の
募
集
に
向
け
て
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
養
成
講
座
の
周
知

と
当
セ
ン
タ
ー
の
P
R
を
行
っ
て
い

る
。
養
成
講
座
の
受
講
機
会
を
増
や
す

な
ど
提
供
会
員
の
増
加
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

ふ
れ
あ
い
農
園
の
拡
充
を
検
討
す
べ
き

・
定
員
を
大
幅
に
超
え
る
申
し
込
み
状
況

が
続
く
よ
う
な
ら
区
画
数
の
拡
大
を
検

討
す
る
。

公
園
利
用
に
お
け
る
マ
ナ
ー
向
上
、

ル
ー
ル
の
整
備
を
図
れ

・
公
園
利
用
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
、
啓
発
を
行
っ

て
い
る
。
令
和
4
年
度
か
ら
一
部
の
公

園
で
は
、
地
元(

区
町
会)

の
協
力
を
得

て
別
途
ル
ー
ル
を
設
け
、
使
用
い
た
だ

い
て
い
る
。

長
寿
祝
券
見
直
し
を
検
討
せ
よ

・
満
75
歳
の
長
寿
祝
券
は
、
令
和
4
年
度

か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
回
数
券
に
加

え
、
町
商
工
会
商
品
券
、
展
望
温
泉
ほ

の
ぼ
の
湯
利
用
券
を
組
み
合
わ
せ
て
贈

呈
す
る
。

子どもたちに食の安全を

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
９
月
）
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◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

一
般
会
計
補
正
予
算
と
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
取
得
回
数
制
限
緩
和
な
ど
）
を
審
査
し
、
全

て
を
可
決
し
た
。

　

ま
た
令
和
５
年
度
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
業
務
は
、
路
線
別
に
日
本
海
観
光

バ
ス
株
式
会
社
と
金
城
交
通
株
式
会
社
の
２

社
を
選
定
し
た
な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。

　

�	

運
転
手
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
休
放
送
で
、

苦
情
は
な
か
っ
た
か
。

　

�	

聞
き
取
れ
な
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
。

　

�	

保
護
者
メ
ー
ル
の
よ
う
な
周
知
方
法

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

�	

イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報
発
信
メ
ー
ル
の
運

用
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室

　

�	

ス
マ
ホ
教
室
は
大
手
キ
ャ
リ
ア
が
無

料
で
実
施
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

�	

検
討
し
た
結
果
、
町
単
独
で
事
業
を
行

い
た
い
。
１
事
業
者
に
依
頼
し
、
高
齢
者

に
合
わ
せ
て
、
基
礎
的
コ
ー
ス
と
応
用
的

コ
ー
ス
を
実
施
す
る
。

町
会
行
事
の
保
険
加
入
状
況

　

�	

大
学
町
会
で
非
常
に
痛
ま
し
い
交
通

死
亡
事
故
が
あ
っ
た
。
町
内
美
化
清
掃

に
お
け
る
も
の
だ
が
、
町
は
各
町
会
の

保
険
加
入
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　
�	

各
町
会
の
保
険
加
入
状
況
を
調
査
し
、

各
町
会
長
と
協
議
す
る
。

道
の
駅
の
向
か
い
側
駐
車
場
整
備

　

�	

せ
っ
か
く
な
の
で
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
に
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

�	

駐
車
場
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
て
、
今

後
検
討
し
た
い
。

問答問答問答

問答問答

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
７
５
０
０
万
円
の
追
加
補
正

や
新
し
い
図
書
館
の
基
本
計
画
に
５
０
０
万

円
増
額
の
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

　

�	

余
っ
て
い
る
今
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
は

ど
う
す
る
の
か
。
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
接

種
可
能
な
人
数
は
。

　

�	

従
来
の
も
の
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
、

１
回
目
・
２
回
目
を
完
了
さ
れ
て
い
な
い

方
で
、
接
種
を
希
望
す
る
方
に
使
用
す
る
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
数
は
現

在
確
定
は
で
き
な
い
が
、
国
は
十
分
準
備

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

　

�	

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
周
知
は
、
防
災
・
防
犯
メ
ー
ル
の
活

用
等
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
周
知
を
。

　
�	

全
体
的
に
分
か
る
方
法
を
工
夫
し
た
い
。

チ
ラ
シ
を
配
布
予
定
。

不
妊
治
療

　

�	

不
妊
治
療
の
人
数
と
、
治
療
を
受
け

出
産
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
は
。

　

�	

助
成
件
数
は
延
べ
45
件
。
令
和
３
年
度

出
生
が
確
認
で
き
た
の
は
24
件
。

　

�	

保
険
適
用
は
い
つ
か
ら
か
。
適
用
に

な
ら
な
い
場
合
に
つ
い
て
説
明
を
。

　

�	

令
和
４
年
４
月
か
ら
。
混
合
診
療
を
日

本
は
認
め
て
い
な
い
た
め
、
保
険
適
用
外

の
診
療
を
受
け
る
と
全
て
が
保
険
適
用
外

と
な
る
。

新
図
書
館

　

�	

図
書
カ
ー
ド
は
、
他
市
町
村
で
も
１

枚
の
カ
ー
ド
で
使
用
で
き
る
利
便
性
の

あ
る
も
の
に
せ
よ
。

　

�	

県
内
の
図
書
館
の
集
ま
り
で
図
書
カ
ー

ド
の
一
元
化
の
議
論
を
し
て
い
き
た
い
。

　

�	

今
の
時
代
、
デ
ジ
タ
ル
図
書
な
ど
デ

ジ
タ
ル
化
が
主
流
。
建
物
だ
け
新
し
く

し
て
も
時
代
に
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
。

　

�	

デ
ジ
タ
ル
図
書
は
、
津
幡
町
や
か
ほ
く

市
で
も
導
入
し
た
。
金
額
は
か
な
り
高
い
。

利
便
性
は
良
い
。
検
討
し
て
い
く
。

問答問答

問答問答問答問答

文教福祉
常 任
委 員 会

駐車場　整備箇所

道の駅

園路等　改修箇所

N

道の駅の整備計画

ワクチン接種の受付

◎
恩
道
正
博　
〇
土
屋
克
之　
夷
藤　
満

　
北
川
悦
子　
　
七
田
満
男　
西
尾
雄
次

総務産業
建設常任
委 員 会

◎
中
川　
達　
〇
南　
守
雄　
生
田
勇
人

　
磯
貝
幸
博　
　
米
田
一
香
（
欠
）

防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
休
放
送

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
の

�

ワ
ク
チ
ン
は
十
分
あ
る
の
か

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
９
月
）
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　内灘町公共施設管理公社の経営悪化の現状と今後の運営・方向性に関して議論するため、内灘町議会は令和３
年３月16日に内灘町公共施設管理公社特別委員会を設置した。
　特別委員会は令和３年４月 13日の第１回から、令和４年９月 20日にかけて計 10回開催され、管理公社の今
後の運営及び方向性、公社施設での自動販売機設置契約の不透明性、公社内のパワハラ問題等について審査して
きた。

　特別委員会から管理公社に指摘した主な事項
　１．公共施設での自動販売機の設置について、契約の透明性の確保（議会だより147号に掲載）
　２．管理公社の役員体制や職員の採用などの透明性と公平性の確保（議会だより147号に掲載）
　３．�管理公社内で事務局次長から職員へのパワーハラスメントの疑いがあり、全職員からアンケート調査を�

定期的に実施すべき
　４．�管理公社の経営改善に関する提言書を令和３年９月に町へ提出（議会だより147号に掲載）

　指摘事項に対する町の対応
　・特別委員会の指摘に対し、第三者委員会を設置
　・�令和４年３月、管理公社から特別委員会へ提言に対する対応の報告があった（議会だより149号掲載）
　・�管理公社の役員体制や職員採用などについて、透明性や公平性を保つため、内規を見直す考えが示され、�
必要に応じて会計士など専門家を入れることも示された

　これを受け、管理公社理事長は…

　→　処分（令和４年７月29日）
　　　�事務局次長兼サイクリングターミナル所長に、就業規則に基づき始末書を提出させ、平均賃金の一日分を

1カ月のみ減給する処分を決定した。
　→　パワハラ被害が認められた職員２人は、事務局次長と接する機会のない部署へ配置転換した。

以上の報告を受けた。
委員からは、パワハラ問題について「議会で第三者委員会を設置し再調査すべきだ」との意見があった。

第三者委員会　報告

◆第三者委員会
管理公社内のパワーハラスメントの事実関係調査のため、令和３年８月に弁護士を含む３名の構成で
設置され、公社から提供された各書類・関係者からのヒアリングなど計９回開催された。

◆結論
事務局次長兼サイクリングターミナル所長による２件のパワーハラスメント行為を認定した。
　第一点は勤務表で特定の職員の名前をローマ字で逆さに書いた件
　第二点は県外に出張中の関係団体職員を合理的な理由がないのに急に呼び出した件

内灘町公共施設管理公社特別委員会　報告 委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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9月会議審議議案と議員の採決状況

議案番号
議員名

議決結果

土つ
ち

屋や

克か
つ

之ゆ
き

西に
し

尾お

雄ゆ
う

次じ

米よ
ね
田だ

一か
ず
香か

磯い
そ
貝が

い

幸ゆ
き
博ひ

ろ

七し
ち

田だ

満み
つ

男お

生い
く
田た

勇は
や
人と

恩お
ん
道ど

う

正ま
さ
博ひ

ろ

北き
た
川が

わ

悦え
つ
子こ

夷い

藤と
う　

　
満

み
つ
る

清し

水み
ず

文ふ
み

雄お

南み
な
み
　
　
守も

り
雄お

中な
か
川が

わ　
　
達

す
す
む

議案名

議会議案第2号 内灘町議会決算特別委員会の設置について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
選任第1号 内灘町議会決算特別委員会委員の選任について 選任 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第36号 令和4年度内灘町一般会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第37号 令和4年度内灘町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第38号 令和4年度内灘町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第39号 令和4年度内灘町介護保険特別会計補正予算（第1号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第40号 令和3年度内灘町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第41号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
認定第1号 令和3年度内灘町一般会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
認定第2号 令和3年度内灘町新エネルギー事業特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
認定第3号 令和3年度内灘町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
認定第4号 令和3年度内灘町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
認定第5号 令和3年度内灘町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
認定第6号 令和3年度内灘町水道事業会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
認定第7号 令和3年度内灘町下水道事業会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第42号 令和4年度内灘町一般会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議案第43号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○
議会議案第3号 少人数学級・教職員定数の改善に係る意見書の提出について 可決 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○

○は賛成、×は反対、棄は議場に不在、欠は欠席、除は除斥、－は採決に加わらない

可
決

◎
提
出
者　
七
田
満
男

○
賛
成
議
員　
中
川
達　
恩
道
正
博

要
旨

　
豊
か
な
学
び
や
学
校
の
働
き
方
改

革
を
実
現
す
る
た
め
に
、
中
学
校
、

高
等
学
校
で
の
35
人
学
級
の
早
期
実

現
を
目
指
し
、
教
職
員
の
定
数
改
善

を
求
め
る
も
の
。

意
見
書
の
提
出

5
名
の
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー

の
方
に
参
加
い
た
だ
き
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
広
報

紙
へ
の
ご
意
見
に
加
え
議
会
へ

の
叱
咤
激
励
も
い
た
だ
い
た
り

と
、
直
接
ご
意
見
を
お
聞
き
で

き
る
の
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、

と
て
も
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

モ
ニ
タ
ー
意
見
交
換
会

９
月
２
日

９
月
２
日

９
月
２
日

９
月
２
日

９
月
２
日

９
月
２
日

９
月
２
日

９
月
２
日

９
月
２
日

９
月
２
日

９
月
２
日

９
月
２
日

９
月
２
日

９
月
２
日

９
月
２
日

意
見
書
と
は

　
提
出
議
員
の
他
に
１
名
以
上

の
賛
成
議
員
を
も
っ
て
、
議
会

議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
、
本
会

議
の
可
決
を
も
っ
て
内
閣
総
理

大
臣
お
よ
び
国
・
県
等
の
関
係

機
関
に
提
出
さ
れ
る
。

●
議
員
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
た
い
。
そ
れ
を
知
れ
る

の
は
、
一
般
質
問
と
委
員
会

レ
ポ
ー
ト
で
す
。
も
っ
と
詳

し
く
書
い
て
ほ
し
い
で
す
。

●
１
５
０
号
記
念
号
は
、
ち
ょ

う
ど
い
い
期
間
を
関
わ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
回
答
用
紙

に
は
「
町
政
に
つ
い
て
も
ご

意
見
あ
れ
ば
」
と
い
う
欄
が

あ
っ
た
ら
と
も
思
い
ま
す
。

●
町
民
と
し
て
、
ま
た
議
員
の

皆
さ
ん
の
頑
張
り
を
み
て
い

き
た
い
で
す
。

●
今
後
、
ズ
バ
ッ
と
い
え
る
場
が

な
く
な
る
の
も
寂
し
い
で
す
。

●
議
会
だ
よ
り
は
読
ん
で
も
ら

わ
な
い
と
意
味
が
な
い
の

で
、
か
な
り
辛
口
に
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
ま

し
た
。
も
っ
と
言
い
た
い
こ
と

は
、
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
意
見
に
対
す
る

委
員
会
か
ら
の
回
答
が
あ
る

こ
と
は
、
よ
か
っ
た
で
す
。

 
(

順
不
同
）

○

北き
た
川が

わ
眞ま

由ゆ

美み

さ
ん
（
向
粟
崎
）

○

南み
な
み明あ
き
らさ

ん

（
旭
ヶ
丘
）

○

榑く
れ

沼ぬ
ま

留る

美み

さ
ん
（
ア
カ
シ
ア
）

○

髙た
か
神が

み
和か

ず
也や

さ
ん
（
鶴
ヶ
丘
東
）

○

永な
が
田た

三み

好よ
し
さ
ん

（
大
根
布
）

○

南み
な
み
で出

昌ま
さ

宏ひ
ろ

さ
ん

（
大
学
）

○

飯い
い
田だ

智さ
と
しさ
ん

（
宮
坂
）

○

豊と
よ

原は
ら

菊き
く

生お

さ
ん

（
白
帆
台
）

２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

２年間ありがとうございました！

モニターさんからのご意見

写真提供 参議院事務局

討
論
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答　弁
答　弁

その後

その後
令和４年７月

トイレ個室に生理用品を配置
　中学校女子トイレの全個室に、生理用品
が入った巾着の配置が始まった。「困った
ことがあればいつでも保健室へ相談に」と
のメッセージも書かれている。

令和４年10月現在
順次進めている

小中学校の洋式化率は70.3％、社会教育施設
では79.1％、体育施設は57.1％まで進んでいる。

今後の改修にあわせ進めていく。
小中学校の洋式化率は58.5％、公民館などの

社会教育施設は70.2％、体育施設は56.2％。
小中学校の洋式化は、大規模改修等にあわせて
進め100％を目指したい。公民館・体育施設等
においても、今後の改修にあわせ進める。

実施に向け検討
　生徒たちの思いを受け止め、今後、近隣市町
の実施状況を調査し、実施に向け検討する。

ありゃ～
どうなったがいね～追跡追跡

一般質問のゆくえ

中学校のトイレ個室に
生理用品の配置を

　令和３年6月から４回目の質問になる。こ
れまで答弁は、保健室で配布し、試験的にも
トイレへの配置は考えていないだった。生徒
にシールアンケートをお願いすると、個室に
置いてほしいという声が圧倒的多数だった。

令和４年６月 北川　悦子

小中学校・公共施設の
トイレを洋式化せよ

　町の小中学校・公共施設の洋式化率を聞
く。子どもたちが１日の大半を過ごす生活の
場として、また地域開放や災害時の避難場所
としても急速な改善が必要だ。

平成28年12月 七田　満男

　令和４年９月28日、監査委員として15年にわたる監査制度の高揚
と地方自治の振興発展への貢献に、石川県町村監査委員協議会から表
彰を受けられました。

南 守雄 議会選出監査委員
監査委員表彰
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一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ
の
執
行
状
況
ま
た
は
将
来
の

方
針
、
政
策
的
提
言
や
行
政
の
問
題
点
・
疑
問
点
・
課
題
な
ど
を
執
行
機
関
に
問

う
も
の
で
す
。

一
般
質
問
（
9
月
8
日
）

6
人
が
登
壇

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

題
字
　
上
野
雅
子
さ
ん（
西
荒
屋
）

生
いく

田
た

勇
はや

人
と

�…………………………… 12
・防潮水門移設後の放水路両岸親水空間整備要望につ
いて

・屋内体育施設（学校施設・町施設）の空調（冷房）
設備整備について

北
きた

川
がわ

悦
えつ

子
こ

�…………………………… 13
・県の子ども医療費助成増を子育て応援に
・物価高・コロナ感染から暮らしを守れ ほか1問

七
しち

田
だ

満
みつ

男
お

�…………………………… 14
・公園のトイレを洋式化せよ
・放水路両岸の親水空間の整備について

恩
おん

道
どう

正
まさ

博
ひろ

�…………………………… 15
・高校生通学費助成について
・通学路の安全対策について

土
つち

屋
や

克
かつ

之
ゆき

�…………………………… 16
・蓮湖渚公園にドッグランを
・公民館等に介護関係者等の駐車スペースを

西
にし

尾
お

雄
ゆう

次
じ

�…………………………… 17
・「コンビニ交付」参加計画の前倒しを図れ
・公民館等のWi-Fi環境を早期に整備を

質
問
と
答
弁
の
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
内
灘
町
議
会
↓
会
議
録
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

くろまるくろまる
12歳　♂12歳　♂
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県
議
会
で
太
田
県
議
が

放
水
路
防
潮
水
門
移
設
に
伴

う
両
岸
の
※
親し

ん

水す
い

空
間
整
備

を
質
問
し
た
際
、
馳
知
事
も

大
賛
成
と
の
答
弁
だ
っ
た
。

　
内
灘
大
橋
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

改
修
と
親
水
空
間
整
備
は
、

観
光
交
流
人
口
拡
大
と
定
住

促
進
の
起
爆
剤
と
し
て
、
町

民
憩
い
の
空
間
と
し
て
多
大

な
効
果
を
発
揮
で
き
る
。

　
基
本
構
想
を
作
成
し
、
町

一
丸
と
な
っ
て
国
と
県
に
要

望
す
る
こ
と
が
急
務
だ
。

河
北
潟
放
水
路
防
潮
水

門
移
設
工
事
の
令
和
11
年
度

の
完
成
に
合
わ
せ
て
、
周
辺

を
新
た
な
観
光
の
拠
点
と
し

て
整
備
し
、
賑
わ
い
の
創
出

が
図
れ
た
ら
と
強
く
考
え
て

い
た
。

　
放
水
路
周
辺
整
備
に
当
た

り
、
北
陸
農
政
局
や
石
川
県

な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
、
整
備
構
想
の
作
成
に

向
け
、
今
後
し
っ
か
り
と
検

討
し
た
上
で
町
一
丸
と
な
っ

て
要
望
し
て
い
き
た
い
。

体
育
施
設
の
冷
房
整
備
を

コ
ロ
ナ
禍
続
き
に
よ
る

町
民
の
体
力
低
下
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
に
加
え
て

の
高
温
多
湿
な
屋
内
体
育
施

設
の
環
境
は
練
習
の
質
と
集

中
力
の
低
下
や
ケ
ガ
へ
と
つ

な
が
る
。
ま
た
災
害
発
生
時

に
は
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
空
調
設
備
は
喫
緊

の
課
題
だ
。

　
安
心
安
全
を
確
保
す
る
た

め
小
中
学
校
の
体
育
館
は
じ

め
屋
内
体
育
施
設
へ
の
冷
房

設
備
の
設
置
を
。

町
民
の
健
康
づ
く
り
や

各
種
競
技
力
の
向
上
の
た
め
、

運
動
に
取
り
組
み
や
す
い
環

境
を
施
設
利
用
者
に
提
供
す

る
こ
と
、
ま
た
災
害
時
に
お

け
る
避
難
者
の
心
身
の
安
全

確
保
は
大
変
重
要
な
こ
と
と

認
識
し
て
い
る
。

　
体
育
施
設
の
空
調
設
備
に

は
、
整
備
や
運
用
に
多
額
の

費
用
が
必
要
と
な
る
た
め
、

そ
の
整
備
手
法
や
財
源
の
確

保
な
ど
を
今
後
調
査
研
究
し

て
い
き
た
い
。

※
親し
ん

水す
い

空
間
整
備

　
親
水
と
は
水
や
川
に
触

れ
る
こ
と
で
、水
や
川
に

対
す
る
親
し
み
を
深
め
る

こ
と
を
指
す
造
語
。人
工

的
に
構
築
・
改
修
さ
れ
た

河
川
や
水
路
を
賑
わ
い
や

人
々
の
交
流
の
場
・
憩
い

の
場
へ
と
創
出
す
る
た
め

の
整
備
。

問

答

問

答

町一丸となっての要望が急務

生
いく

田
た

勇
はや

人
と

町長　新たな観光拠点として整備

熱中症対策にエアコンを

年中ライトアップ　富岩運河環水公園

一
般
質
問
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県
は
子
ど
も
医
療
助
成

対
象
年
齢
を
令
和
５
年
度
よ

り
通
院
3
歳
か
ら
就
学
前
に

拡
充
す
る
。
助
成
額
の
増
額

を
問
う
。

年
間
約
５
０
０
万
円
の

増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

県
か
ら
は
、
助
成
増
額

分
は
子
育
て
に
充
て
る
よ
う

に
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、

内
灘
町
の
就
学
援
助
の
学
校

給
食
費
助
成
は
80
％
だ
。

　
他
市
町
と
同
じ
く
１
０
０

％
助
成
に
充
て
る
と
か
、
学

校
給
食
費
助
成
を
３
人
以
上

に
す
る
と
か
、
給
食
費
助
成

の
拡
充
に
充
て
て
ほ
し
い
。

町
で
の
具
体
策
を
問
う
。

子
育
て
支
援
は
給
食
だ

け
の
話
で
は
な
い
。
例
え
ば

不
妊
治
療
と
か
様
々
な
分
野

の
子
育
て
支
援
が
あ
り
、
学

校
給
食
の
件
も
含
め
て
来
年

度
の
施
策
実
施
に
向
け
現
在

検
討
中
だ
。

コ

ロ

ナ

感

染

第
７
波
の
コ
ロ
ナ
感
染

急
拡
大
は
、
い
つ
誰
が
感
染

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

に
あ
り
、
情
報
が
欲
し
い
と

い
う
声
を
聞
く
。
コ
ロ
ナ
感

染
関
連
で
の
窓
口
相
談
件
数

と
内
容
を
問
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
生
活
や
健

康
、
感
染
状
況
な
ど
の
総
合

的
な
窓
口
を
設
置
し
て
お
ら

ず
、
件
数
は
把
握
し
て
い
な

い
。
相
談
内
容
は
、
担
当
部

署
に
て
情
報
提
供
を
行
う
な

ど
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
と
同

じ
く
、
感
染
ま
た
は
疑
わ
し

い
時
の
情
報
を
入
手
し
や
す

く
す
る
た
め
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
が
必
要
だ
。

感
染
者
や
濃
厚
接
触
者

と
な
っ
た
方
へ
の
情
報
提
供

は
、
統
一
し
た
対
応
を
要
す

る
た
め
、
町
で
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
認

知
症
カ
フ
ェ
の
こ
れ
ま
で
の

利
用
者
数
と
内
容
を
問
う
。

令
和
4
年
度
か
ら
月
１

回
開
催
。
参
加
者
数
は
延
べ

76
名
。
専
門
家
や
家
族
な
ど

で
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

問答問

答

問答

問答

問答

ひと安心、オミクロン株対応ワクチン接種

増額分は給食費助成に

県の助成増額分は子どもの給食費に
来年度実施に向け検討中　町長

北
きた

川
がわ

悦
えつ

子
こ

一
般
質
問
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現
在
、
日
本
の
生
活
様

式
は
昔
と
違
っ
て
ト
イ
レ
に

お
い
て
も
今
で
は
ほ
と
ん
ど

の
家
庭
や
学
校
で
は
洋
式
ト

イ
レ
だ
。
大
根
布
児
童
公
園

で
は
い
ま
だ
に
和
式
ト
イ
レ

で
、
膝
が
痛
く
て
ト
イ
レ
を

使
え
な
い
と
の
高
齢
者
の
意

見
が
あ
る
。
町
に
あ
る
公
園

ト
イ
レ
の
現
状
は
。

ト
イ
レ
が
あ
る
公
園
は

13
カ
所
、
和
式
ト
イ
レ
の
み

の
公
園
は
２
カ
所
。

手
す
り
や
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
応
の
洋
式
ト
イ
レ
へ
改

修
す
べ
き
だ
。　

こ
れ
ま
で
も
高
齢
者
な

ど
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
ト

イ
レ
と
な
る
よ
う
※
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し

た
改
修
整
備
に
努
め
て
き
た
。

　
現
在
、
公
園
施
設
の
改
修

計
画
で
は
、
遊
具
等
の
長
寿

命
化
計
画
も
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
今
後
計
画
的
な
改

修
に
努
め
て
い
く
。

放
水
路
親
水
空
間
整
備

河
北
潟
を
先
人
は
生な

り

業わ
い

の
場
と
し
て
利
用
し
て
き
た
。

漁
業
か
ら
農
業
へ
変
換
し
た

た
め
に
閉
鎖
水
域
と
な
り
、

水
質
汚
濁
が
課
題
と
な
っ
た
。

　
現
在
、
防
潮
水
門
や
排
水

機
場
な
ど
の
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
。
河
北
潟
に
対
し
て

の
思
い
と
放
水
路
両
岸
の
親し

ん

水す
い

空
間
整
備
は
、
ど
の
よ
う

に
描
い
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

水
門
移
設
に
よ
り
、
釣
り
人

が
今
よ
り
増
加
す
る
。
ル
ー

ル
や
安
全
対
策
は
。

き
れ
い
な
河
北
潟
へ
の

強
い
思
い
が
あ
る
。
河
北
潟

環
境
対
策
期
成
同
盟
会
の
活

動
に
お
い
て
も
継
続
し
た
水

質
浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
放
水
路
周
辺
整
備
に
つ
い

て
は
水
門
移
設
工
事
に
お
い

て
水
門
が
内
陸
部
へ
移
動
し

海
水
面
が
広
が
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
空
間
を
活
か
し
た
整
備

に
と
考
え
て
い
る
。

　
安
全
対
策
や
ル
ー
ル
づ
く

り
は
、
構
想
の
具
現
化
の
折

に
検
討
し
た
い
。

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
（
ト
イ
レ
）

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
、小
さ
い
子
ど
も
な

ど
安
心
し
て
利
用
で
き
る

ト
イ
レ
。多
目
的
ト
イ
レ
・

呼
出
ボ
タ
ン
・
ベ
ビ
ー
シ

ー
ト
・
手
す
り
な
ど
様
々

な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

問答

問答

問

答

公園のトイレを洋式化せよ

七
しち

田
だ

満
みつ

男
お

都市整備部長　計画的な改修に努める

つり場は安全が第一

公園トイレ　和式から洋式へ

一
般
質
問
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就
学
期
の
子
ど
も
を
抱

え
る
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
の

通
学
定
期
券
を
購
入
し
て
県

内
の
高
等
学
校
な
ど
に
通
学

す
る
生
徒
な
ど
の
保
護
者
に

対
し
通
学
費
を
助
成
す
る
制

度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

自
転
車
通
学
な
ど
の
生

徒
と
の
不
均
衡
も
生
ず
る
こ

と
も
あ
り
、
現
在
は
実
施
す

る
考
え
は
な
い
。

　
今
後
も
引
き
続
き
調
査
研

究
し
て
い
く
。

高
校
在
学
者
数
と
主
な

通
学
地
区
は
。

令
和
元
年
度
か
ら
令
和

3
年
度
の
3
年
間
に
内
灘
中

学
校
を
卒
業
し
た
生
徒
数
は
、

７
３
９
人
で
、
高
等
学
校
等

に
７
３
４
人
が
進
学
し
、
そ

の
う
ち
５
８
６
人
、
約
80
％

が
金
沢
市
内
に
通
学
。

通
学
路
の
安
全
対
策

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
「
※
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
基
づ
く
、
令
和
３

年
度
通
学
路
対
策
箇
所
の
状

況
の
中
で
、
通
学
路
で
「
登

下
校
時
の
交
通
量
が
多
い
が
、

横
断
歩
道
は
な
い
」、
今
後

の
対
策
と
し
て
「
車
に
注
意

し
て
横
断
す
る
よ
う
指
導
」

と
あ
る
。

　
事
故
が
起
こ
っ
て
か
ら
で

は
遅
く
、
横
断
歩
道
を
設
置

す
る
な
ど
根
本
的
な
対
策
等

の
今
後
の
計
画
は
。

内
灘
町
※
通
学
路
安
全

連
絡
協
議
会
で
毎
年
、
通
学

路
の
安
全
点
検
お
よ
び
安
全

対
策
の
検
討
を
行
い
、
こ
れ

ま
で
車
道
を
拡
幅
し
右
折
車

線
の
新
設
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
、
地
下
道
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
、
車
の
ス
ピ
ー
ド
抑
制
を

促う
な
がす

路
面
標
示
の
新
設
な
ど
、

安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
安
全
点
検
等
で
危

険
箇
所
が
判
明
し
た
ら
関
係

機
関
と
協
力
し
、
速
や
か
に

対
策
を
す
る
。

※
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
児
童
生
徒
の
通
学
路
の

安
全
確
保
に
向
け
、
合
同

点
検
の
実
施
・
対
策
の
検

討

⇔

対
策
の
実
施

⇔

対
策

効
果
の
把
握

⇔

対
策
の
改

善
・
充
実
の
基
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
定
め
、
そ
れ
を
実

施
す
る
た
め
、
毎
年
、
通

学
路
安
全
連
絡
協
議
会
を

設
置
し
て
い
る
。

※
通
学
路
安
全
連
絡
協
議
会

P
T
A
、
学
校
ボ
ラ
ン

テ
ア
、
学
校
、
道
路
管
理

者
、
警
察
署
、
行
政
組
織

の
代
表
者
並
び
に
交
通
安

全
の
知
識
を
有
す
る
有
職

者
に
よ
り
組
織
す
る
。

問答

問答

問

答

横断歩道のない危険な通学路

通学に利用される浅野川線

通学定期券に助成する制度の創設を
現在は実施する考えはない　町長

恩
おん

道
どう

正
まさ

博
ひろ

一
般
質
問
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議
会
だ
よ
り
１
５
０
号

記
念
号
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記

事
で
、
印
象
に
残
っ
た
言
葉

は
、「
蓮
湖
渚
公
園
に
照
明

付
き
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
が
あ
っ

た
ら
、
も
っ
と
内
灘
町
が
好

き
に
な
る
」
だ
。

　
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備
は
、

過
去
に
も
一
般
質
問
さ
れ
て

い
る
が
、
現
在
の
犬
の
登
録

数
は
何
頭
か
。

令
和
４
年
３
月
末
現
在
、

１
４
２
３
頭
だ
。

平
均
す
る
と
7・
8
世

帯
に
１
頭
に
な
る
。

　
蓮
湖
渚
公
園
に
ド
ッ
グ
ラ

ン
を
設
置
す
る
考
え
は
。

近
年
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム

も
あ
っ
て
、
愛
犬
を
家
族
の

一
員
と
す
る
家
庭
が
増
え
て

い
る
。

　
人
と
犬
が
安
心
し
て
憩
え

る
空
間
が
つ
く
れ
る
よ
う
に

今
後
、
適
し
た
場
所
や
管
理

方
法
、
設
置
な
ど
の
検
討
を

進
め
た
い
。

介
護
関
係
者
等
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

在
宅
医
療
・
介
護
を
支

援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必

要
だ
。
例
え
ば
①
使
っ
て
よ

い
公
民
館
駐
車
場
な
ど
の
詳

細
を
一
覧
表
と
し
て
ま
と
め

る
。
②
介
護
関
係
者
等
が
名

刺
な
ど
を
拡
大
し
た
コ
ピ
ー

を
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
置
く

だ
け
で
、
一
時
駐
車
を
認
め

る
。
③
定
期
的
に
介
護
関
係

者
等
に
こ
の
内
容
の
一
斉
通

知
を
出
す
。
と
い
う
よ
う
な

何
か
仕
組
み
づ
く
り
の
考
え

は
な
い
か
。

　
周
知
は
介
護
報
酬
の
請
求

事
業
者
宛
て
も
よ
い
か
も
。

ま
た
場
所
は
文
化
会
館
、
凧

会
館
、
公
園
の
横
、
集
会
所
、

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
横
な

ど
も
ど
う
か
。

駐
車
場
の
一
覧
や
駐
車

す
る
際
の
取
り
決
め
は
、
今

後
、
関
係
部
署
と
協
議
す
る
。

ま
た
※
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
協
力
を
得
て
、
周
知
し
て

い
き
た
い
。

※
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
介
護
を
必
要
と
し
て
い

る
方
や
そ
の
家
族
の
相
談

に
乗
り
、
そ
の
方
の
身
体

の
状
況
に
応
じ
た
最
適
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
介
護
事
業
所

や
市
区
町
村
な
ど
と
調
整

す
る
専
門
職
。

問答

問答

問

答

蓮湖渚公園にドッグランを

土
つち

屋
や

克
かつ

之
ゆき

町長　設置場所や管理方法などを検討

駐車スペースを貸して

人と犬のいこいの場　木場潟公園

※
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　
国
の
機
関
が
運
用
す
る

も
の
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
を
利
用
し
た
全
国

的
な
サ
ー
ビ
ス
網
を
指
す

言
葉
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
て
、
市
区
町
村

が
発
行
す
る
住
民
票
の
写

し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な

ど
を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
約
５
万
５

千
店
舗
で
毎
日
、
役
場
窓

口
閉
庁
後
も
休
日
で
も
朝

の
６
時
か
ら
夜
の
23
時
ま

で
、
全
国
ど
こ
に
い
て
も

簡
単
な
操
作
で
取
得
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
網
。

一
般
質
問
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市
町
村
が
発
行
す
る
住

民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証

明
書
な
ど
を
全
国
約
５
万
５

千
店
舗
の
端
末
か
ら
い
つ
で

も
簡
単
に
取
得
で
き
る
※
コ

ン
ビ
ニ
交
付
は
、
全
国
民
の

約
88
％
、
石
川
県
民
の
約
96

％
が
既
に
利
用
で
き
る
状
態

に
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
内
灘
町
の
参

加
計
画
は
令
和
7
年
度
だ
。

参
加
計
画
の
大
幅
前
倒
し
で

本
町
デ
ジ
タ
ル
行
政
の
後
進

性
を
速
や
か
に
改
善
せ
よ
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
交
付
率
が
低

か
っ
た
こ
と
か
ら
導
入
を
見

送
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
令

和
３
年
度
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
が
急
激

に
伸
び
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
事
情
か
ら
国
が

令
和
5
年
度
に
実
施
を
予
定

し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
推
進
交
付
金
を

活
用
し
た
導
入
準
備
を
始
め

た
と
こ
ろ
だ
。

W
i-Fi

環
境
の
整
備

文
化
会
館
のW

i-Fi

環

境
は
本
年
８
月
末
ま
で
に
整

備
が
完
了
し
た
。
し
か
し
、

地
区
公
民
館
の
整
備
状
況
は

自
前
で
整
備
し
た
地
区
と
い

ま
だ
そ
の
環
境
が
整
っ
て
い

な
い
地
区
が
あ
る
。

　
新
た
な
通
信
機
器
や
通
信

環
境
が
次
々
と
生
ま
れ
変
わ

る
状
況
の
中
でW

i-Fi

環
境

の
整
備
は
、
地
域
づ
く
り
の

拠
点
施
設
に
は
不
可
欠
の
要

素
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
町

の
見
解
を
問
う
。

地
区
公
民
館
のW

i-Fi

環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
地

域
の
活
動
や
防
災
拠
点
の
充

実
な
ど
に
大
変
有
意
義
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
既
に

整
備
さ
れ
て
い
る
地
区
公
民

館
は
17
地
区
中
10
地
区
で
町

会
や
公
民
館
が
選
定
し
契

約
し
て
い
る
。W

i-Fi

環
境

は
、
地
域
の
拠
点
づ
く
り
に

つ
な
が
る
重
要
な
機
能
な
の

で
、
早
期
に
整
備
を
呼
び
掛

け
、
整
備
さ
れ
た
地
区
に
は

運
営
助
成
を
検
討
し
て
い
る
。

※
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　
国
の
機
関
が
運
用
す
る

も
の
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
を
利
用
し
た
全
国

的
な
サ
ー
ビ
ス
網
を
指
す

言
葉
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
利
用
し
て
、
市
区
町
村

が
発
行
す
る
住
民
票
の
写

し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な

ど
を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
等
約
５
万
５

千
店
舗
で
毎
日
、
役
場
窓

口
閉
庁
後
も
休
日
で
も
朝

の
６
時
か
ら
夜
の
23
時
ま

で
、
全
国
ど
こ
に
い
て
も

簡
単
な
操
作
で
取
得
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
網
。

問

答

問

答

地区公民館のWi-Fi環境整備は？

全国のコンビニ店舗で取得可能に

デジタル行政の後進性を改善せよ
令和5年度導入で準備を開始　町長

西
にし

尾
お

雄
ゆう

次
じ

一
般
質
問
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1部あたりの単価は46.24円です。

発
　
行
：
内
灘
町
議
会
	
責
任
者
：
議
長
　
清
水
文
雄

〒
920-0292　

 石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
字
大
学
1丁
目
2‐
1

 076-286-6715　
 FA
X
076-286-6711

◆
「
楽
し
く
お
点
前
」
を
企
画

し
た
向
む
こ
う

川が
わ

さ
ん
に
き
っ
か
け

と
思
い
を
お
聞
き
し
ま
す
。

〇
鶴
親
会
で
は
、
体
操
・
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
・
集
う
・
歌
う
・

奏
で
る
な
ど
の
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
静
と
動
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
で
お
抹
茶
の
一

服
も
い
い
か
な
と
の
思
い
か

ら
始
め
ま
し
た
。
幸
い
会
員

の
中
に
茶
道
の
先
生
が
お
り

ま
し
た
の
で
、
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
快
く
引
き
受
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
三さ
ん

野の

美み

恵え

子こ

先
生（
裏
千
家
）

は
い
つ
茶
道
に
出
会
っ
た
の

で
す
か
。

〇
子
育
て
の
手
が
離
れ
た
30
代

頃
、
主
人
の
親
戚
の
方
が
茶

道
の
先
生
を
し
て
い
て
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
裏
千
家
の
特
色
と
先
生
の
茶

道
へ
の
考
え
方
は
。

〇
四
千
家
の
一
つ
で
、お
茶
は

泡
立
て
て
ま
ろ
や
か
な
味
わ

い
で
、
伝
統
を
重
ん
じ
な
が

ら
も
新
し
い
や
り
方
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
私
は
、
皆
さ

ん
と
の「
和
の
心
」
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

◆
皆
さ
ん
が「
楽
し
く
お
点
前
」

に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
。

〇
昔
、
学
ん
で
い
た
の
で
、
も

う
一
度
や
り
た
い
と
思
っ
て
。

〇
初
体
験
を
し
た
い
と
思
っ
た
。

〇
お
抹
茶
が
飲
み
た
い
な
ぁ
。

〇「
抹
茶
碗
」
な
い
で
す
か
と

問
わ
れ
、
会
に
興
味
を
持
ち

参
加
し
ま
し
た
。

◆
お
菓
子
を
お
茶
よ
り
先
に
食

べ
る
理
由
は
。

〇
和
菓
子
を
い
た
だ
い
た
後
に

お
茶
を
頂
く
こ
と
で
、
口
の

中
に
僅
か
に
甘
み
が
残
り
、

よ
り
抹
茶
が
お
い
し
く
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
、
和
菓
子

を
見
て
四
季
を
感
じ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

◆
茶
道
の
魅
力
や
茶
道
を
通
じ

て
学
ん
だ
こ
と
・
楽
し
か
っ

た
こ
と
は
。

〇
戸
の
開
け
方
を
見
て
い
た
主

人
に
感
心
さ
れ
た
。

〇
昔
を
思
い
出
し
、楽
し
く
な

り
ま
し
た
。

〇
覚
え
る
こ
と
が
多
い
が
、こ

れ
か
ら
も
続
け
ま
す
。

◆
町
政
に
何
を
望
み
ま
す
か
。

〇
町
内
放
送
が
聞
き
に
く
い
。

〇
冬
季
に
除
雪
さ
れ
た
雪
が
歩

道
に
積
ま
れ
通
学
時
に
危
険

な
状
態
で
す
。
早
め
の
除
排

雪
や
融
雪
装
置
の
整
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
和
菓
子
と
お
抹
茶
を
お
先
に

お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
鶴
ケ
丘
西
公
民
館

で
の
鶴か

く

親し
ん

会か
い

の
お
茶
会
に

お
邪
魔
し
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
ま
し
た
。

気軽に参加を

和敬清寂

自由に楽しめます

　
和 

― 

仲
良
く

　
敬 

― 

敬
う

　
清 

― 

心
の
清
ら
か

　
寂 

― 

動
じ
な
い
心

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー�

七
田
満
男

広
報
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

土
屋　

克
之

　

副
委
員
長　

北
川　

悦
子

　

委　
　

員　

恩
道　

正
博

　

委　
　

員　

七
田　

満
男

　

委　
　

員　

西
尾　

雄
次

　

前
号
の
１
５
０
号
記
念
号
の

メ
イ
ン
記
事
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
と
し
て
今
ま
さ
に

様
々
な
現
場
を
担
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
19
人
の
方
々
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
て
、
町
へ
の
思
い

な
ど
を
伺
っ
た
も
の
で
し
た
。

桜お
う

梅ば
い

桃と
う

李り

、
皆
さ
ん
の
笑
顔
に

つ
ら
れ
て
、
私
も
笑
顔
に
な
り

ま
し
た
。
大
事
な
こ
と
は
、
自

分
ら
し
く
一
生
懸
命
に
頑
張
る

こ
と
。
１
５
１
号
の
編
集
は
、

い
つ
も
以
上
に
、
そ
ん
な
気
持

ち
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

桜
梅
桃
李
（
桜
・
梅
・
桃
・

李す
も
もの

花
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が

あ
る
。
別
の
花
に
憧
れ
て
も
、

そ
の
花
に
な
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
で
も
、
自
分
に
し
か
な
い

美
し
さ
が
あ
る
。）

�

〔
土
屋　

克
之
〕

街かどインタビュー
突撃！突撃！

町の団体シリーズ⑰

楽しい
まちづくり
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